
経
済
ポ
ケ
ッ
ト

閑
社
取
締
役
社
長
に
。
飢
歳
。

締
役
社
長
、
同
年
姐
月
神
戸
新

年
神
戸
新
聞
社
入
社
。
編
集
局
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
タ
ウ
ン
は
面

★
神
戸
新
聞
社
に

会
」
と
し
て
組
織
強
化
を
は
か
現
在
社
屋
を
建
設
中
の
キ
ム

懇
談
会
」
が
、
３
月
か
ら
「
神
の
流
れ
る
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
パ
ー

デ
イ
リ
ー
ス
ポ
ー
ッ
社
代
表
取

京
都
大
学
法
学
部
卒
、
昭
和
虹
の
就
任
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。

神
戸
新
聞
社
新
社
長
に
三
木
良
会
長
に
は
木
口
衛
ワ
ー
ル
ド
会

す
る
犯
社
で
構
成
さ
れ
て
い
る

☆
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
タ
ウ
ン

リ
の
た
め
の
基
本
構
想
を
調
査
夏
か
ら
秋
に
か
け
て
次
々
と
オ

戸
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
タ
ウ
ン
協
議
ク
も
設
け
ら
れ
る
。

る
こ
と
に
な
っ
た
。
進
出
企
業
ラ
タ
ン
、
シ
ャ
ル
レ
、
田
崎
真

師
年
専
務
取
締
役
就
任
。
師
年

の
横
の
連
携
を
強
め
、
街
づ
く
珠
、
ジ
ャ
ヴ
ー
ノ
な
ど
が
今
年
の

フ
ァ
ッ
．
シ
ョ
ン
タ
ウ
ン
に
進
出

活
伊
勢
海
老
料
理
で
知
ら
れ
諦
権
匪
翫
華
牲
峠
姪
鐘
酔
細
誇

詫
榊
諦
職
鐸
野
球
耗
略
躍
雲
鍵
離
唖
椎
僻
御
軒
奄
唾
琴
礎
稗
諦

沖
や
自
社
喧
砂
が
２
桐
伽
個
に
み
と
れ
る
。
そ
の
出
版
記
念
．
〈

一
氏
が
就
任
。
三
木
新
社
長
は
長
、
上
島
達
司
上
島
則
誹
社
長

「
神
戸
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
タ
ウ
ン
の
南
北
に
は
一
箇
所
ず
つ
、
川

藤
綱
亮
三
氏
に
か
わ
っ
て
、
塚
喜
八
郎
ア
シ
ッ
ク
ス
社
長
副

神
戸
ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
の

実
現
へ
、
着
実
な
ス
テ
ッ
プ

三
木
良
一
新
社
長
誕
生
の
目
標
で
あ
る
。
会
長
に
は
鬼

３
社
も
年
内
着
工
し
、
舵
年
は
大
塚
宗
元
氏
が
帥
余
年
の
体
験

ジ
ャ
ー
ナ
ル

矛
１
‐
Ｉ
グ
ノ
グ
４
ノ
ー
Ｉ
Ｆ
階
建
ピ
ル
で
各
フ
ロ
ア
ご
と
に
会
の
メ
ン
バ
ー
約
知
名
が
参

北
に
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ス
ト
リ
ー
違
っ
た
雰
囲
気
で
食
事
を
楽
し
加
。
「
大
塚
氏
は
昼
も
夜
も
多

ト
が
２
本
走
る
。
ま
た
タ
ー
ワ
ン
む
こ
と
が
で
き
る
そ
う
だ
。
東
忙
な
の
に
本
ま
で
書
く
と
は
ま

積
加
・
８
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
、
南

研
究
し
よ
う
と
い
う
の
が
当
面
完
成
す
る
。
地
下
１
階
地
上
５

難蕊蕪霧端謹識蕊競識騨蝶識鋳蝿繊雛識蝿羅識鍔

§皐詩進むファッションタウン

☆
Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｅ
オ
フ
ィ
ス
レ
デ
ィ
☆
辻
久
美
子
さ
ん
（
閉
）

八
ゴ
ン
チ
ャ
ロ
フ
製
菓
株
式
会
社
Ｖ

驚
瀧
驚
鍵
蕊
驚
蕊
蕊
蕊
蕊
蕊
蕊
篭
篭
蝿
驚
驚
‐

い
に
注
目
し
た
い
。

京
で
は
一
号
店
で
、
「
関
西
で
こ
と
に
超
人
」
な
ど
と
、
氏
の 宗元氏

全
社
が
揃
う
見
通
し
で
あ
る
。
と
独
自
の
経
済
学
を
展
開
す
る

１
プ
ン
し
、
装
い
の
街
へ
の
ス
☆
大
塚
宗
元
氏
が
２
冊
目
を

「
中
小
企
業
の
哀
歓
ｌ
棲
み
分

☆
中
納
言
い
よ
い
よ
東
京
へ

蕊

ダ
ー
ト
を
切
る
。
ジ
ュ
ン
な
ど
日
本
燐
寸
工
業
会
理
事
長
の大塚

銀座５丁目のピル( 予想園）

今年エ月から製品開発課に勤務。「夢
のあるお菓子をつくりたい」と大いに張
り切る。元来、料理や菓子づくりが好き
で、同志社女子大学食物学科を卒業。
｢ 大学中に学んだことを役立てたい」そ
うだ。何でも美味しいと言って食べて
くれる男性が理想とか。ニューホープ
だ。

円
）
八
写
真
／
神
戸
新
聞
社
Ｖ

－
テ
ィ
が
姻
月
８
日
神
戸
銀
行

倶
楽
部
で
催
さ
れ
、
経
済
同
友

6８
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、〃

ノ

刑

「人生という1 , ラ
ックの第３コーナー
に差し掛かった心境
です｣ ｡ 昨年末でＪＣ
を卒業、名実ともに
4 0 代の入口に立って
の感概である。

'よJC前ち 譲神戸青年会議所こんにヂ ｰ

編集. 盛社団法人神戸青年会畿所･ 会務室広報企画委員会

ｓ６５１神戸ＩｌｉｌｌＩ央区浜辺通５－１－１４．
神戸商工貿易センタービルｌＡＪ
ＴＩｊＬ（０７８）２５１－００８５（代）v◎1 . 2Ⅲ1MⅢ【111W服31983

一昨年､ 2 3 代目理事長に就任。ポー
トピア関連事業はもちろん神戸沖空港
設置に向けた具体的提言の書「海から
空へ」を発刊。Ｊｃ活動で学んだもの
の一番に｢ 人を思いやることの大切さ」
を挙げる。円安と原料価格高騰のダプ
ルパンチに同社創業3 4 年にして最大の
後退を強いられた8 2 年｡ その難局を従
業員7 5 0 人全員の協力態勢で乗り切っ
た経験も、上の発言の背景になってい
るのかもしれない｡ ｢ 今年の目標の一つ
に関発先向型蹴動企業という言葉を考
えてみました。従業員の志気も高く、
あとは自らにムチ打って走るだけで力。
痩身｡ r これからが人生の勝負だと思い
ます」と静かな口吻で結んだ。

、

１
１
‐
１
１
咽
、

明かるい豊かな街｡ 神戸をめざして－
自分達の街｡ 神戸を少しでも良くする為､ 神戸J c は前進し屠詞- ．

〆

神戸をめざす都市政策委員会、国際
都市神戸で“神戸国際学校バザー”
の実現を考えている教育文化委員会
があります。
さらに、神戸ＪＣが1 5 年間訴え続

けている「空港｣ を､ 今年は文化的
側面から捉えようとしている空港問
題特別委員会、そして2 5 周年から３０
周年にかけての5 年間の神戸J C の
基本的なあり方を検討する五ヶ年計
画特別委員会、計1 3 委員会がそれぞ
れ活発な活動を展開してゆきます。
神戸ＪＣの活動は、ＪＣ内部にの
み留まるものではありません。あく
まで神戸という街をより良くする為
に、私達に何が出来るだろうかとい
うところから出発しています。その
点で私達は、常に市鴎の方々と手を
取り合って前進してゆかねばならな

６

ﾚ ｺ と考えているのです。
どうか神戸ＪＣへのご協力、ご意

見、ご要望等、お気軽にお便り下さ
る様、皆様にお願い致します。

２５周年を迎えた神戸ＪＣは現在、
2 7 7 名。様々な職業の青年が､ 会務系
と政策系の委員会に分かれて活動し
ています。
会務系の委員会として、内部事務

３や理事会の運営を担当する総務委員
会、毎月行われる例会担当の例会委
員会、会員間あるいは外部との交流
を担当する会員交流委員会、新入会
員の窓口となる会員拡大委員会、会
員の各種能力開発をテーマとする会
員開発委員会、そして広報活動担当
の広報企画委員会があります。
開発系の委員会としては、献血運

動や交通安全モニター、さらに今年
は高齢化社会に於ける諸問題に取り
組もうとしている社会開発委員会、
神戸の地域経済開発をテーマに、夏
季セミナー、青年経済人セミナーを
企画している経済開発委員会、国際
都市神戸の未来を思考し、在神外人
との交流にも積極的に取り組んでい
る国際委員会、夢と現実の調和都市

塚本哲夫
(六1 1 J バター株式会社副社働
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ＴＥＬ(078)904-0701㈹

☆
有
馬
の
は
や
り
唄
。
有
馬
ぶ
し

「
松
に
な
り
た
や
有
馬
の
松
に
藤
に
巻
か
れ

て
寝
と
ご
ざ
る
巻
か
れ
て
藤
に
藤
に
巻
か

れ
て
寝
と
ご
ざ
る
情
有
馬
の
花
の
ゑ
ん
」

今
月
は
、
こ
の
「
有
馬
ぶ
し
」
を
紹
介
し
よ

う
。
有
馬
ぷ
し
と
は
、
古
来
か
ら
有
馬
に
伝
っ

て
い
る
哩
謡
、
つ
ま
り
、
民
間
の
は
や
り
唄
の

こ
と
で
あ
る
。
恐
ら
く
、
酒
を
く
み
か
わ
し
な

が
ら
座
の
賑
い
に
つ
れ
て
、
歌
わ
れ
て
い
た
と

思
わ
れ
る
。
そ
の
全
盛
は
、
寛
政
年
間
（
一
七

八
九
ｌ
）
か
ら
文
化
文
政
年
間
（
’
一
八
一
一
九
）

だ
と
言
わ
れ
て
い
る
。

大
正
十
四
年
に
尾
崎
久
弥
に
よ
っ
て
『
校
訂

御
船
寄
大
全
』
が
著
わ
さ
れ
た
が
、
そ
の
な
か

の
「
古
有
馬
ぶ
し
」
を
ま
ず
。

古
有
馬
ぶ
し

一
、
君
住
ま
ぱ
尋
ね
行
こ
も
津
の
国
の

生
田
小
屋
の
堅
露
に
し
っ
ぽ
り
ぬ
る
聖
や

れ
此
さ
い
た
が
な
妻
の
名
を
い
と
し

可
愛
君
よ
の

｡T時R'蝿A・

湯の街
有馬歳時記

有
馬
ぷ
し

一
、
有
馬
出
る
時
身
を
が
な
こ
つ
跡
に
置
く

身
と
帰
る
身
と

一
、
有
馬
女
郎
衆
は
篭
抜
ケ
が
お
上
手
ぬ
け

て
お
て
き
に
逢
ひ
た
が
る

な
ど
で
あ
る
。
ち
な
み
に
『
御
船
野
』
は
、

代
々
尾
張
藩
に
伝
っ
た
も
の
と
言
わ
れ
る
。

時
代
は
遡
っ
て
元
禄
十
二
年
の
『
は
や
り
歌

古
今
集
』
に
は
、
冒
頭
に
引
用
し
た
歌
が
載
っ

て
い
る
。
こ
の
歌
は
、
こ
れ
以
外
に
も
、
元
禄

十
七
年
の
『
落
葉
集
（
巻
六
）
』
、
宝
永
七
年

の
『
松
の
落
葉
（
巻
第
三
）
』
、
明
和
八
年
の

「
山
家
烏
虫
歌
（
巻
上
伊
賀
）
』
に
も
収
録
さ

れ
て
お
り
、
こ
れ
が
有
馬
ぷ
し
の
原
歌
で
は
な

同
書
に
は
、
ま
た
、
「
有
馬
ぶ
し
」
も
収
録

さ
れ
て
い
る
。

一
、
古
し
へ
は
松
の
葉
に
さ
へ
二
入
り
寝
し

今
は
ぱ
し
や
う
葉
に
一
人
り
斗
り
寝
ぬ
る

や
れ
此
さ
い
た
が
な
妻
の
名
を
い
と

し
可
愛
君
よ
の

一
、
我
恋
は
も
じ
の
ふ
く
さ
に
紅
の
う
ら

何
と
包
め
ど
色
に
ほ
ん
の
り
出
る
や
れ
此

さ
い
た
が
な
妻
の
名
を
い
と
し
可
愛

君
よ
の

一
、
君
住
ま
ぱ
尋
ね
行
こ
も
の
鎌
倉
の
雪

の
下
道
露
に
し
っ
ぽ
り
ぬ
る
鼻
や
れ
此

さ
い
た
が
な
妻
の
名
を
い
と
し
可
愛
君

よ
の

一
、
我
恋
は
丸
き
お
ど
け
に
角
の
ふ
た
何

と
廻
せ
ど
中
で
が
っ
た
り
あ
は
い
や
れ
此

さ
い
た
が
な
妻
の
名
を
い
と
し
可
愛

君
よ
の

会議ｾ ﾐ ﾅ ｰ から御家族づれ燕
鶴労氷ﾎ ﾃ ﾙ

敷地内から湧きでる
日本簸古の温泉"有馬温泉，，

阪急ホテルチェーン

有馬Ｉ三三ユーホデル
ＴＥＬ(078)904-2295㈹

●
温泉と演芸と遊技期

有馬へルフ【世ン厚＝
ＴＥＬ(078)904-2291

１
７０
１

結婚式場を完備しています

鑑伝織と橋式を諺‘
冬鋳
I 詞陽間
景勝高台の近代旅館
ＴＥＬ(078)904-0501㈹

雅ただようくつろぎの館

､や匂鍵端多蓬
ＴＥＬ(078)904-0781

欽山は典雅な
日本風の館です

国際観光旅館

簿敏山
ＴＥＬ(078)904-0181
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二
月
と
い
え
ば
一
年
中
で
最
も
寒
さ
の
厳
し

い
季
節
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
と
き
に
、
ゆ
っ

た
り
と
し
た
気
分
で
湯
に
つ
か
り
な
が
ら
、
か

っ
て
有
馬
温
泉
の
湯
治
客
ら
に
よ
っ
て
歌
わ
れ

た
「
有
馬
ぷ
し
」
に
思
い
を
め
ぐ
ら
す
の
も
、

ま
た
一
興
で
あ
ろ
う
。

（
参
考
・
「
有
馬
温
泉
史
話
」
）

蕊
た
や
か
の
里
へ

三
、
有
馬
た
つ
時
身
も
が
な
二
つ
跡
に
お
く

身
と
帰
る
身
と

四
、
い
な
の
笹
原
そ
よ
吹
く
風
も
な
さ
け
有

馬
の
お
と
づ
れ
か

五
、
今
朝
の
時
雨
は
よ
い
暮
か
け
て
雲
の
上

・
ま
で
通
り
も
の

六
、
松
に
な
り
た
や
有
馬
の
松
に
藤
に
ま
か

れ
て
た
よ
た
よ
と

七
、
桃
の
ふ
く
さ
に
紅
絹
裏
つ
け
て
何
を
つ

つ
め
ど
色
に
出
る

八
、
咲
く
や
む
か
し
の
花
橘
が
袖
に
匂
も
な

つ
か
し
や

九
、
君
と
別
か
れ
て
世
に
住
吉
の
松
と
も
ろ

洞
と
も
千
代
か
け
て

祷
十
、
松
に
雛
鶴
千
と
せ
の
春
ょ
庭
の
清
水
に

氏
亀
遊
ぶ

右塞
文
政
五
年
の
『
浮
か
れ
草
』
に
は
、

佐誇
松
に
な
り
た
や
有
馬
の
松
に
な
り
た
い
な

需
そ
り
ゃ
な
ぜ
に
藤
の
か
ぐ
つ
ら
に
は
ひ
ま
つ
は

誇
れ
て
よ
れ
つ
も
つ
れ
つ
一
夜
の
情
に
こ
ち

鋤
や
あ
ひ
た
い
わ
い
な

情層は
と
の
唄
が
残
っ
て
い
る
。

場冬

別館
ＴＥＬ( 0 7 8 ) 9 0 4 - 3 6 5 6

い
か
と
推
測
さ
れ
る
。

『
小
歌
志
糞
集
』
に
は
、
元
禄
時
代
の
は
や
り

唄
と
し
て
次
の
十
首
の
有
馬
ぷ
し
が
載
っ
て
い

る
。一

、
都
鳥
と
や
鳴
音
も
ゆ
か
し
わ
れ
は
吾
妻

に
隅
田
川

二
、
雲
井
は
る
か
に
飛
ぶ
雁
金
に
文
が
や
り

蕊§

雲蕊;蕊蕊
蕊､

鍵蕊驚譲蕊識；

衆楽

幽

認

ＴＥＬ(078)903-1024

木遣りの臓醗勘鮒坊
ＴＥＬ<078)904-0551

神戸市北区有馬町3 1 8
TEL(078)904-0366

鰯 溌

テニスでいい汗
いい湯にとっぷり
味に集う

有馬の歴史を語り続ける｢ いで湯の宿_ ，

識
鍵
灘
鶴

＃鐸埋“。

.旨』鎧

旅は出会い
ほのぼの心を添えて
政府登録く登旅第7 8 号〉

銀 水荘

ＴＥＬ(078)904-0731

ＴＥＬ(078)904-0622

湯けむりに伝える

古家劇 轍月光園

自然の恵みを

１
７１
１

別館楽山叩 政府登録国際観光旅館
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Ｉ' 管

年
末
恒
例
の
神
戸
ジ
ャ
ズ
・
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
「
Ｗ
Ｉ
Ｄ
Ｅ
Ｗ
Ｉ
Ｄ
Ｅ

Ｊ
Ａ
Ｚ
Ｚ
」
が
、
第
加
回
を
迎
え
、
昨

年
⑫
月
肥
１
畑
日
、
神
戸
文
化
大
ホ
ー

ル
で
開
か
れ
た
。

ス
イ
ン
グ
か
ら
フ
リ
ー
ジ
ャ
ズ
ま
で

活
躍
の
め
ざ
ま
し
い
日
本
の
ジ
ャ
ズ
メ

ン
た
ち
が
総
結
集
し
た
〃
ぜ
い
た
く
″

な
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
組
ま
れ
、
客
層
も
若

者
か
ら
熟
年
ま
で
が
会
場
を
埋
め
た
。

肥
日
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
は
、
日
本
楽

器
主
催
の
コ
ン
テ
ス
ト
「
ジ
ャ
ズ
イ
ン

グ
Ⅷ
」
の
最
優
秀
バ
ン
ド
「
パ
ー
テ
ィ

ジ
ョ
ー
ク
」
（
神
一
ｅ
と
「
ペ
ネ
ロ
ー
プ
」

（
西
宮
）
が
出
演
し
、
ア
マ
チ
ュ
ア
ら
し

い
張
り
切
っ
た
ス
テ
ー
ジ
を
み
せ
た
。

続
い
て
相
変
ら
ず
の
人
気
を
誇
る
ネ
イ

テ
ィ
ブ
サ
ン
、
藤
家
虹
二
ク
イ
ン
テ
ッ

ト
に
話
題
の
美
人
歌
手
、
金
子
晴
美
、

真
梨
邑
ケ
イ
。
異
常
人
気
の
坂
田
明
セ

ク
ス
テ
ッ
ト
、
ジ
ョ
ー
ジ
川
口
と
ス
ー

パ
ー
バ
ン
ド
が
そ
れ
ぞ
れ
の
持
ち
味
を

発
揮
し
た
。

翌
四
日
は
、
Ｋ
Ａ
Ｚ
Ｕ
Ｍ
Ｉ
Ｂ
Ａ

Ｎ
Ｄ
、
山
下
洋
輔
ト
リ
オ
＋
１
、
山
下

洋
輔
ピ
カ
ソ
ラ
イ
ブ
の
３
バ
ン
ド
で
延

延
５
時
間
。
ピ
カ
ソ
ラ
イ
ブ
で
は
、
山

下
洋
輔
と
親
交
の
深
い
作
家
の
筒
井
康

隆
氏
が
参
加
し
、
お
得
意
の
ク
ラ
リ
ネ

ッ
ト
を
披
露
し
た
。
上
手
い
と
か
下
手

で
な
く
、
ジ
ャ
ズ
は
、
楽
し
さ
と
エ
ン

タ
テ
ィ
メ
ン
ト
で
あ
る
こ
と
を
は
っ
き

話題のひろぱ

り
示
し
た
ス
テ
ー
ジ
と
し
て
大
き
な
拍

手
が
湧
い
た
。

＜Ｉ＞
灘§鱗

灘i灘IIII 』 画
一
第
Ⅷ
回
を
迎
え
た
Ｗ
Ｉ
Ｄ
Ｅ
Ｗ
Ｉ
Ｄ
Ｅ
Ｊ
Ａ
ｚ
Ｚ

豪
華
メ
ン
バ
ー
で

湧
か
せ
た
い
時
間

蝿｝ｒｌ…

: 群

上／白熱したプレイをみせつけた山下洋輔ピカソライブ
下左より／大きな拍手に湧いた筒井康隆氏の演奏。渡辺香津美。山下洋輔。

鶏

１
７２
１

』

町
挿
Ｌ

H 5 h焔鶴

篭
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内
助
の
功
が
強
調

さ
れ
た
祝
宴

霧

口
早
川
良
雄
さ
ん
の
紫
綬
褒
章
受
章
を
祝
う
会

'・雷．

１
７３
１

日
宣
美
の
創
立
、
日
本
万
国
博
の
色

彩
基
本
計
画
に
参
加
す
る
な
ど
、
日
本

の
デ
ザ
イ
ン
界
に
大
き
な
足
跡
を
残
し

て
き
た
早
川
良
雄
さ
ん
が
、
こ
の
程
、

紫
綬
褒
章
を
受
章
。
関
西
の
美
術
界
に

関
わ
り
の
深
い
早
川
さ
ん
の
受
章
を
祝

っ
て
哩
月
蛤
日
に
ホ
テ
ル
日
航
大
阪
で

盛
大
な
祝
賀
会
が
催
さ
れ
、
約
測
名
の

文
化
人
・
財
界
人
ら
が
大
集
合
し
た
。

ま
ず
、
お
離
し
に
の
っ
て
笑
福
亭
松

鶴
師
匠
が
登
場
。
「
私
も
以
前
に
頂
い

た
ん
で
す
が
、
残
念
な
が
ら
こ
の
賞
に

は
副
賞
が
つ
か
ん
。
か
え
っ
て
物
い
り

で
…
…
」
と
笑
わ
せ
た
後
で
、
本
日
の

主
役
、
早
川
さ
ん
ご
夫
妻
が
拍
手
に
迎

え
ら
れ
て
入
場
。

兵
隊
時
代
か
ら
の
長
い
付
き
合
い
と

い
う
大
阪
広
告
協
会
理
事
長
の
佐
野

英
夫
さ
ん
の
祝
辞
を
皮
切
り
に
、
太
陽

工
業
会
長
の
能
村
龍
太
郎
、
岡
橋
作
太

郎
、
京
大
教
授
の
乾
由
明
、
乃
村
工
芸

社
の
蟻
田
栄
一
、
国
松
恵
美
子
、
山
村

硝
子
の
山
村
徳
太
郎
、
大
阪
芸
大
の
泉

茂
、
村
松
寛
、
津
高
和
一
さ
ん
ら
が
ス

ピ
ー
チ
。

会
場
に
は
還
暦
を
迎
え
た
ば
か
り
の

画
家
の
元
永
定
正
さ
ん
、
セ
リ
ザ
ワ
の

芹
沢
豊
男
社
長
ら
の
顔
も
見
え
た
。

「
キ
タ
の
夜
の
帝
王
」
「
呑
ん
だ
く
れ

で
え
え
格
好
し
い
の
早
川
さ
ん
」
「
奥

さ
ん
の
内
助
の
功
あ
ら
ば
こ
そ
」
と
ユ

ー
モ
ア
あ
ふ
れ
る
祝
福
に
、
こ
の
日
ば

か
り
は
何
を
言
わ
れ
て
も
終
始
ニ
コ
ニ

コ
顔
の
早
川
さ
ん
だ
っ
た
。

露雷蕊霊驚霧: 露！
》
瞳

話題のひろば

Ⅱ

＜Ⅱ＞

雲

識瀞
通
■

鴬

§灘蕊
卜左は盛会だった受章記念パーティ。上右は手じめを行う世話人たち。
下左は駆けつけた元永宗7 F まん（右) 。下中はご機嫌の津高和一さん。下右は喜びの早川さんご夫妻。
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蕊

１
７４
１

新製品のラブアップル

神戸のスイートメ毒カー 難難

･ 8 3 バレン議鞭勢
が大作戦

( アイウエオ順）カット／島本直子

ヤ蜜月郷巴は愛の白画洋菓霧
騨再

メーカー§各社の（鵬泌タヨ6 ; シ
歪画もますます充実簿会隼は
どんな愛を鰯ﾙ ﾉ ましようＺ

蕊

ゴ
ン
チ
ャ
ロ
フ
さ
ん
ち
か
店

▼
製
菓
君
３
９
１
１
３
５
６
３

今
年
の
テ
ー
マ
は
、
「
愛
。
少
々
、

大
人
風
」
。
企
画
商
品
と
し
て
は
、
ゴ

ル
フ
ボ
ー
ル
や
ボ
ト
ル
な
ど
楽
し
い
商

品
の
ア
イ
デ
ア
商
品
シ
リ
ー
ズ
と
、
ハ

ー
ト
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
に
花
を
あ
し
ら
っ

▼
謹
藷
モ
ポ
リ
タ
ン
本
店衝３
３
１
１
１
２
１
７

副
余
年
の
歴
史
を
も
つ
チ
ョ
コ
レ
ー

ト
の
老
舗
、
コ
ス
モ
ポ
リ
タ
ン
の
三
宮

本
店
で
は
、
毎
年
２
月
ｍ
日
ご
ろ
か
ら

バ
レ
ン
タ
イ
ン
デ
ー
ま
で
店
内
は
女
性

客
で
満
員
と
な
り
、
神
戸
の
風
物
詩
と

も
な
っ
て
い
る
。
銀
髪
の
オ
リ
ガ
ー
夫

人
が
、
ア
イ
デ
ア
を
凝
ら
し
た
店
内
の

デ
ィ
ス
プ
レ
イ
も
楽
し
い
。
昨
年
か
ら

企
画
販
売
促
進
課
に
若
い
女
性
ス
タ
ッ

フ
が
加
わ
り
、
新
製
品
に
は
女
性
ら
し

い
発
想
が
い
か
さ
れ
て
い
る
。
〃
ラ
ブ
ア

ッ
プ
ル
（
愛
の
り
ん
ご
）
″
は
、
赤
色
が

多
い
バ
レ
ン
タ
イ
ン
デ
ー
に
は
冒
険
的

絵本「ほわつとはぶん」

な
鮮
や
か
な
緑
で
印
象
的
だ
。
ハ
ー
ト

型
が
氾
濫
す
る
中
で
は
、
ユ
ー
ー
ー
ク
だ

ろ
う
。
バ
レ
ン
タ
イ
ン
プ
レ
ー
ン
は
レ

タ
ー
セ
ッ
ト
タ
イ
プ
で
、
シ
ン
プ
ル
な

デ
ザ
イ
ン
。
あ
く
ま
で
も
品
質
を
守
り
、

ア
ダ
ル
ト
向
き
が
狙
い
。

▼
ア
ン
テ
ノ
ー
ル
吋
咽
唯
２
１
３
７
９
７

最
高
級
の
材
料
を
使
用
し
た
手
づ
く

り
の
プ
ラ
リ
ネ
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
が
詔
種

類
。
好
み
の
も
の
を
詰
め
合
わ
せ
て
５

個
入
５
０
０
円
か
ら
。
橘
立
秀
樹
チ
ー

フ
が
考
案
し
た
新
製
品
は
「
バ
レ
ン
タ

イ
ン
デ
ー
カ
ッ
プ
＆
ソ
ー
サ
ー
」
。
ヌ
ガ

ー
の
カ
ッ
プ
の
中
に
チ
ョ
コ
が
数
個
。

飾
り
の
お
菓
子
の
バ
ラ
が
可
愛
い
。
リ

ボ
ン
付
透
明
ケ
ー
ス
入
１
０
０
０
円
。

手
づ
く
り
な
の
で
予
約
し
た
方
が
い

い
。
他
に
ハ
ー
ト
型
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
ケ

ー
キ
（
１
２
０
０
円
）
も
素
敵
。

▼
砺
胆
し
つ
手
稗
挙
率
輯
酵
蛎
９
１
１
８
６
８
１

今
年
の
テ
ー
マ
は
「
シ
ン
プ
ル
さ
、

優
し
さ
」
で
、
パ
ッ
ケ
ー
ジ
デ
ザ
イ
ン

も
テ
ィ
ー
ン
ズ
向
の
も
の
が
メ
イ
ン
。

メ
ッ
セ
ー
ジ
カ
ー
ド
で
注
目
さ
れ
る
の

は
「
ラ
ブ
パ
ズ
ル
」
。
ハ
ー
ト
の
形
の
ジ

グ
ソ
ー
パ
ズ
ル
に
似
顔
絵
や
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
書
い
て
〃
私
の
ハ
ー
ト
を
パ
ズ
ル

し
て
〃
と
贈
る
。
相
手
は
恋
の
謎
解
き

に
嬉
し
い
悩
み
の
一
刻
を
過
す
と
い
う

わ
け
だ
。
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▼
モ
ロ
ゾ
フ

た
フ
ラ
ワ
ー
商
品
シ
リ
ー
ズ
な
ど
が
あ

る
。
特
別
企
画
は
、
絵
本
「
ほ
わ
つ
と

は
ぷ
ん
」
。
絵
本
の
中
に
ミ
ニ
ハ
ー
ト

チ
ョ
コ
レ
ー
ト
が
妬
個
入
っ
て
い
て
、

夢
の
あ
る
物
語
と
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
が
楽

し
め
る
。
巾
広
い
年
齢
層
の
人
に
バ
レ

ン
タ
イ
ン
を
楽
し
ん
で
貰
う
た
め
に
、

商
品
の
数
は
帥
種
類
ほ
ど
。
抽
選
で
ブ

ー
ケ
ま
た
は
ハ
ー
ト
ペ
ン
ダ
ン
ト
の
プ

レ
ゼ
ン
ト
と
い
う
楽
し
み
も
あ
る
。

▼
ハ
イ
ジ

本
店

食
８
０
１
‐
４
４
６
６

〃
金
貨
を
く
わ
え
た
ブ
タ
の
人
形
″
が

幸
福
を
呼
ぶ
、
と
い
う
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の

言
い
伝
え
と
今
年
の
干
支
に
因
ん
だ
新

製
品
「
ヴ
ィ
ー
ル
ト
シ
ュ
パ
イ
ン
」
（
イ

ノ
プ
タ
の
形
を
し
た
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
）

が
楽
し
い
。
彼
に
贈
れ
ば
き
っ
と
恋
が

か
な
い
そ
う
…
。
シ
ト
ロ
エ
ン
の
ト
ラ

ッ
ク
型
の
チ
ョ
コ
も
素
敵
。
従
来
の
ハ

ー
ト
型
は
作
ら
ず
、
エ
ン
ゼ
ル
（
ホ
ワ

イ
ト
チ
ョ
己
、
ア
ヒ
ル
、
・
靴
な
ど
の

》

▼
ド
ン
ク

本
店

官
３
９
１
１
５
４
８
１

「
ハ
ー
ト
よ
熱
く
な
れ
ノ
．
」
と
「
Ｄ
Ｉ

Ｓ
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｅ
Ｒ
〃
愛
〃
」
が
今
年
の
テ
ー

マ
。
黒
（
ア
ダ
ル
ト
向
け
）
と
ヘ
リ
オ
ト

ロ
ー
プ
（
ジ
ュ
ニ
ア
向
け
）
の
２
色
の
パ

ッ
ケ
ー
ジ
が
特
徴
で
今
年
は
”
種
類
の

商
品
を
企
画
。
郵
送
用
の
メ
ー
ル
ハ
ー

ト
な
ど
新
製
品
も
豊
富
で
あ
る
。
メ
ッ

セ
ー
ジ
カ
ー
ド
も
２
種
類
用
意
。
市
場

と
し
て
は
主
に
中
高
校
生
を
狙
っ
て
い

る
よ
う
だ
。
価
格
も
手
頃
な
３
０
０
円

位
が
中
心
。

郷

ＰＲ院スイートランド

文
字
を
書
く
企
画

も
あ
る
。
今
や
小

証
学
生
に
ま
で
広
が

舞
っ
た
市
場
で
あ
る

麺
が
、
焔
ｌ
加
歳
位

の
年
齢
層
が
タ
ー

ゲ
ッ
ト
と
い
う
。

▼
ユ
ー
ハ
イ
ム
露
蛎
３
’
－
１
６
９
４

今
年
の
テ
ー
マ
は
、
〃
イ
ブ
か
ら
ア
ダ

ム
へ
き
ら
め
く
愛
を
贈
り
ま
す
〃
で
、
妬

点
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
商
品
を
企
画
。
メ
ッ

セ
ー
ジ
カ
ー
ド
と
し
て
は
「
愛
の
免
許

証
」
が
特
色
。
店
頭
で
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
に

デ
ザ
イ
ン
が
今
年
の
中
心
、
プ
ラ
リ
ネ

も
相
変
ら
ず
人
気
が
高
い
。

昭
和
ｎ
年
の
２
月
岨
日
付
英
字
新
聞

〃
ジ
ャ
パ
ン
ア
ド
バ
タ
イ
ザ
ー
″
に
、

な
ん
と
モ
ロ
ゾ
フ
は
バ
レ
ン
タ
イ
ン
デ

ー
の
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
広
告
を
出
し
て
い

る
。
単
に
ブ
ー
ム
と
し
て
で
は
な
く
、

西
洋
の
伝
統
的
祭
事
で
あ
り
、
チ
ョ
コ

レ
ー
ト
に
愛
を
託
し
て
贈
る
日
だ
と
い

う
原
点
を
大
切
に
、
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
と

バ
レ
ン
タ
イ
ン
デ
ー
を
結
び
つ
け
た
功

績
は
、
業
界
で
も
認
め
ら
れ
て
い
る
。

店
頭
で
配
布
し
て
い
る
Ｐ
Ｒ
誌
〃
ス
イ

ー
ト
ラ
ン
ド
″
で
は
、
バ
レ
ン
タ
イ
ン

デ
ー
に
ま
つ
わ
る
伝
説
や
由
来
が
満
載

さ
れ
充
実
し
て
い
る
。
シ
ン
ボ
ル
的
な

真
紅
の
ハ
ー
ト
型
パ
ッ
ケ
ー
ジ
に
加
え

て
、
今
年
、
注
目
さ
れ
る
の
は
「
愛
の

ス
イ
ー
ッ
メ
ー
ル
・
ラ
ブ
レ
タ
ー
」
の

う
ち
筒
型
パ
ッ
ケ
ー
ジ
。
加
粒
の
ハ
ー

ト
型
チ
ョ
コ
が
金
色
の
紐
で
繋
が
れ
、

文
字
が
書
き
込
め
る
と
い
う
趣
向
。

い■ロｎ口

患

▼
同
月
堂
宮
３
２
１
１
５
５
５
５

今
年
の
テ
ー
マ
は
、
「
愛
の
夢
、
物
語

は
さ
ら
に
：
．
。
」
贈
る
相
手
の
好
み
に

あ
わ
せ
、
「
贈
ら
れ
て
嬉
し
い
」
商
品
群

が
別
種
。
「
チ
ョ
イ
ス
の
時
代
」
に
適

応
し
た
〃
い
ろ
い
ろ
〃
が
楽
し
め
る
。

値
段
は
２
５
０
円
か
ら
。
「
モ
マ
ン

ダ
ン
ブ
レ
」
は
、
ア
ダ
ル
ト
向
き
高
級

品
。
本
来
は
１
０
０
０
円
だ
が
、
バ
レ

ン
タ
イ
ン
デ
ー
に
２
０
０
０
円
の
商
品

を
発
売
。
茶
色
で
ネ
ク
タ
イ
を
イ
メ
ー

ジ
し
た
エ
レ
ガ
ン
ス
パ
ッ
ケ
ー
ジ
だ
。

再＝－＝ 1 画塁．。

セ
ン
タ
ー
海
畢
店

▼
ベ
ル
宮
３
３
１
１
０
０
２
１

プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る
人
の
顔
を
思
い
浮

か
べ
な
が
ら
、
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
に
楽
し

い
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
入
れ
る
。
ベ
ル
が
始

め
て
四
年
余
り
。
今
年
も
趣
向
を
凝
ら

し
た
商
品
が
登
場
す
る
。
年
々
バ
レ
ン

タ
イ
ン
の
風
習
が
定
着
し
て
来
て
お

り
、
ベ
ル
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
チ
ョ
コ
レ
ー

ト
づ
く
り
に
も
力
が
入
っ
て
来
た
。
ハ

ー
ト
型
の
プ
チ
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
を
は
じ

め
、
こ
の
二
月
、
ベ
ル
の
店
頭
に
は
、

楽
し
い
商
品
が
並
ぶ
。

セ
ン
タ
ー
街
店

首
３
９
１
１
８
７
１
８

蕊
蕊

職

１
７５
１
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え
る
辞
書
は
、
３
５
０
１
５
５
０
円
と
お
安
く
ア
イ

デ
ィ
ア
で
勝
負
す
る
人
に
ぴ
っ
た
り
で
す
。

回
大
丸
神
戸
店
１
Ｆ
ハ
ン
カ
チ
売
場
衝
３
３
１

１
８
１
２
１

回
ヒ
ュ
ー
ス
ト
ン
ー
Ｏ
１
Ｂ
１
Ｆ
コ
ム
サ
・
デ
・

モ
Ｉ
ド
メ
ン
衝
３
３
２
‐
０
２
５
２

ｉ
ナ
ー
、
と
て
も
お

し
ゃ
れ
っ
ぽ
い
。
表

ン
は
濃
い
め
の
グ
レ
ー

調
の
し
も
ふ
り
だ
が
、

デ
喪
毛
は
カ
ラ
フ
ル
に

、》
稚
舘
噸
騨
べ
却
娠
か

の
ワ
ン
サ
イ
ズ
。
８

６
０
０
円

抜
群
で
す
。
殊

に
ピ
キ
ニ
プ
リ

ー
フ
は
カ
ッ
テ

ィ
ン
グ
が
よ
く

ブ
ｆ
シ
卜
す
る

の
で
、
は
き
心

地
は
文
句
な
し

と
い
う
こ
と
だ

ピ
キ
ニ
プ
リ
ー

ア
５
，
８
０
０

なかなか色っぽい
ピキニプリーフ

は
グ
レ
ー
、
ブ
ル
ー
、
レ
ッ
ド
、
ブ
ラ
ッ
ク
の
４
色

■
ヒ
ュ
ー
ス
ト
ン
ー
Ｏ
１
Ｂ
２
Ｆ
フ
リ
ー
ラ
ン
ス

衝
３
３
２
１
１
０
２
１

☆
毛
布
を
ト
レ
ー
ナ
ー
に
し
た
よ
う
な
裏
毛
の
ト
レ

ー
ナ
ー
っ
て
知
っ
て
る
？
コ
ム
サ
・
デ
・
モ
ー
ド

Ｍ
Ｅ
Ｎ
か
ら
、
春
物
と
し
て
発
売
さ
れ
た
と
の
ト
レ

▽
生
真
面
目
な
（
？
）
彼
に

も
し
彼
が
英
語
に
不
得
意
で
あ
れ
ば
、
英
会
話
や

和
英
辞
瞥
が
プ
リ
ン
ト
さ
れ
た
ハ
ン
カ
チ
を
プ
レ
ゼ

ン
ト
し
て
ア
シ
と
い
わ
せ
て
み
ま
せ
ん
か
。
彼
が
か

を
価
格
も
５
，
０
０

罰
０
円
と
意
外
に
、
安

し
く
一
流
ブ
ラ
ン
ド
で

》
》
岬
紬
幽
北
玲
池
課

一
四
ポ
ル
ポ
ネ
ー
ゼ
ブ

ア
テ
ィ
ッ
ク
・
ボ
ル
ポ

渉
衝
３
３
２
１
２
２
１

ぜ
７

１
７６
１

フ
２
，
８
０
０
円
、
ア
ン
ダ
ー
ウ
ェ
ア
５
，
８
０
０

円
。
色
は
白
、
サ
ッ
ク
ス
プ
ル
ー
、
紺
、
黒
の
４
色

サ
イ
ズ
は
Ｓ
Ｍ
Ｌ
。
親
し
い
彼
に
ネ
。

回
Ｍ
Ａ
Ｃ
ト
ア
ロ
ー
ド
店
衝
３
９
１
１
０
８
９
６

▼
お
し
ゃ
れ
な
彼
に

☆
流
行
の
ス
ト
ー
ン
ウ
ォ
ッ
シ
ュ
に
色
染
め
を
し
た

フ
ラ
ン
ス
、
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
社
の
靴
が
而
白
い
。
甲

が
深
く
、
ジ
ッ
パ
ー
が
つ
い
た
デ
ザ
イ
ン
で
靴
底
は

タ
イ
ヤ
の
ゴ
ム
を
使
用
。
履
い
て
も
胆
い
て
も
す
り

殆賎

私
の
ぷ
溌
塞
ダ
イ
ン
作
戦

Ｘ‘ず』

▼
敏
感
な
彼
に

ニ
ッ
ト
製
品
で
有
名
な
イ
タ
リ
ア
・
ゼ
ー
ー
ア
社
の

ピ
キ
ニ
プ
リ
ー
フ
と
ア
ン
ダ
ー
ウ
エ
ア
の
セ
ッ
ト
は

い
か
が
で
し
ょ
う
。
上
質
の
綿
な
の
で
肌
ざ
わ
り
は

ミ
ッ
ド
ウ
ェ
イ
海
戦
、
ノ
ル
マ
ン
デ
ィ
上
陸
作
戦
、

戦
艦
大
和
な
ど
国
産
と
輸
入
物
を
合
わ
せ
て
２
０
０

種
も
あ
る
。
当
時
の
戦
争
と
同
じ
条
件
に
し
て
、
戦

艦
や
、
戦
闘
機
を
動
か
し
て
い
く
と
い
う
ス
ケ
ー
ル

の
大
き
な
ゲ
ー
ム
で
、
簡
単
な
も
の
で
２
時
間
、
複

雑
な
も
の
に
な
る
と
８
時
間
も
か
か
る
と
い
う
。
価

格
は
３
，
８
０
０
１
２
０
，
０
０
０
円
と
巾
広
い
。

若
い
男
性
に
人
気
が
高
く
、
大
学
生
な
ど
で
は
同
好

会
が
あ
っ
て
研
究
し
て
い
る
ら
し
い
。
入
門
は
タ
ク

テ
ク
ス
Ⅱ
が
良
い
。

目
そ
ご
う
神
戸
店
９
Ｆ
お
も
ち
ゃ
売
場
肴
２
２
１

１
４
１
８
１

減
ら
な
い
と
い
う
の
が

〆
特
徴
だ
。
デ
ザ
イ
ナ
ー

拝
の
ロ
チ
ニ
ロ
ー
氏
は
、

夕
あ
の
Ｊ
・
Ｐ
・
ゴ
ル
チ

ト
ェ
と
仲
が
良
く
、
ク
リ

ン
エ
イ
テ
ィ
プ
な
フ
ァ
ッ

ナ
シ
ョ
ン
を
好
む
彼
に
は

さ画
き
っ
と
喜
ば
れ
そ
う
。

靴
た
だ
し
お
値
段
は
２
９

０
０
０
円
と
高
い
。
色

Ｌ
《
理
上
・
必

洗える辞替お目見え

こ宝ン力中で漢字司な

溌蒋驚匿常盤
利れｰ ケにうも学生け
なそが・は。好生のれ
洗う重ハヨ又評の漢ば

ド
イ
ツ
の
ワ
イ
ン
ケ
ナ
ー
と
選
ん
だ
逸
品
の
ワ
イ
ン

は
、
寒
い
夜
に
も
心
が
暖
ま
る
贈
り
も
の
と
し
て
あ

な
た
の
セ
ン
ス
が
光
る
の
で
は
。
写
真
は
特
等
酒
の

ワ
イ
ン
と
チ
ー
ズ
の
詰
め
合
せ
セ
ッ
ト
で
５
，
０
０

０
円
。
生
ハ
ム
＆
ワ
イ
ン
や
ワ
イ
ン
＆
グ
ラ
ス
な
ど

い
ろ
い
ろ
ギ
フ
ト
に
で
き
る

■
ロ
ー
テ
・
口
ｌ
ゼ
ノ
北
野
町
４
１
９
１
Ｍ
暦
２
２

２
１
３
２
０
０
（
代
）

▼
甘
党
の
彼
と

チ
ョ
コ
レ
ー
ト
を
脳
る
だ
け
で
は
物
足
り
な
け
れ

ば
、
彼
を
誘
っ
て
、
ス
イ
ー
ト
な
パ
レ
ン
タ
イ
ン
メ

甲
本
物
志
向
の
彼
に

皮
革
の
逸
品
と
い
わ
れ
て
い
る
イ
タ
リ
ア
の
ボ
ル

ポ
ネ
ー
ゼ
。
バ
ッ
グ
や
靴
、
衣
服
類
は
有
名
だ
が
、

時
計
の
ベ
ル
ト
が
あ
る
の
を
ご
存
知
で
す
か
？
な
か

な
か
ア
ダ
ル
ト
な
雰
囲
気
で
お
し
ゃ
れ
心
を
知
り
尽

く
し
た
男
性
に
な
ら
、
ア
シ
と
喜
ば
れ
そ
う
。

▼
辛
党
の
彼
に

芸
術
品
と
も
い
え
る
豊
潤
な
葡
萄
か
ら
生
ま
れ
て

く
る
白
ワ
ィ
ン
ー
ド
イ
ッ
の
白
ワ
イ
ン
は
世
界
で

も
最
高
級
と
い
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
白
ワ
イ
ン
を
ギ

を
セ
ッ
ト
に
し
て
い
る
。
デ
ザ
ー
ト
は
ハ
ー
ト
型
の

器
で
愛
ら
し
く
、
二
人
で
味
わ
え
ば
、
ホ
ッ
ト
な
愛

が
誕
生
す
る
こ
と
間
述
い
な
し
。
４
５
０
円

回
市
内
、
芦
屋
、
夙
川
の
各
シ
ョ
ッ
プ
で

▼
闘
争
心
の
強
い
彼
に

と
か
く
男
性
は
、
作
略
を
も
っ
て
攻
撃
し
た
が
る

ｌ
ゼ
ロ

葱
の
ぷ
溌
塞
ダ
イ
ン
作
戦

しツフ
てトト
いに七

で人こが { こが
、でれ起静、
夕行はきかミ
イう、てな胃

伽禰：７９
はム４．ム目

頭の回転が
早い彼に

ニ
ュ
ー
を
味
わ
い
ま

卜
せ
ん
か
。
モ
ロ
ゾ
フ

ー
の
各
喫
茶
シ
ョ
ッ
プ

ス
で
は
、
キ
ル
シ
ニ
ワ

に
ツ
サ
ー
に
潤
け
込
ん

額
だ
弥
に
、
ヨ
ー
グ
ル

ト
ー
ト
を
加
え
た
生
ク
リ

十
一
ｌ
ム
を
か
け
た
デ
ザ

ス
メ
ー
ト
と
、
温
か
い
ニ

ッ
ト
チ
ョ
コ
レ
ー
ト

〆 ﾏ
エ

ロ

車

〕
弓
騨
吻
畳
国
《
﹈
塑
勘
■
一

頁

ゴ
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お求めは、下記のお店で。
▼センター街店( さんプラザ1 Ｆ）

ＴＥＬ,078(391)8718
▼さんちか店( スイーツタウン内）

ＴＥＬ､078(391)2146
▼六甲スイーツブティック

ＴＥＬ､078(821)2103
▼本山スイーツブテイク( オギタビル）

ＴＥＬ,078(452)6678
▼夙川ショップ( グリーンタウン1 Ｆ）

ＴＥＬ､0798(23)3610

２月１４日、気の合う仲間
を誘って、あるいは家族で
パーティを開き、すてきな
バレンタインデーにしませ
んか。デザートにはチョコ
レートケーキを用意して…。

（フイアージュ￥1 . 5 0 0￥１．０００）

種
ゴ
便

ロマンのあるスイート

、
ー一

､塑乏Y－千〔j71ifll，

モロＬＲ。ノ
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画
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Z室

イブからアダムへ
きらめく愛を贈ります

彼女から彼へ、母から父へ、おばあさんから
おじいさんへ、愛をくるんで手渡します 蕊i；
ｽｲｽ蕊U狼表肌

盃73 2 - 5 5 2 O
須磨区須磨寺1 - 6 - 1 9

☆ドｲ ﾂ菓子グコーハイム
本店／三宮生田神社前露3 3 1 - 1 6 9 4
さんちか店／さんちかスイーツタウン内西3 9 1 - 3 5 3 9

》
舞
琵

『宕亨
L

目

ノ
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美味しいコーヒーが二人の時間を演出しま
オフィス街に咲くくつろぎのカフェ

ｃ垂'が･デミ貴ア7冨ｉ－
兵庫相互銀行本店北向い公3 9 2 - 4 0 0 4
市役所西側大神ビル1 Ｆ公3 2 1 - 5 1 1 4
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毎
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バレンタインデーに
ふさわしい白いカフェ
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絵 / 島本直子

落ち着いたインテリア、気の利いたメニュー
二人の休日のブランチに訪れてみたいカフェ

, 』陛莞議弗'
畠: 宮本店喫茶／中央区三宮センター街1 丁目Ｂ1 1 ~ 密3 3 1 . . 9 7 3 9

素材の吟味された北イタリア料理。自家製パ
スタや仔牛料理が二人のテ…ブルを彩ります

蕊､ 職……鶴ベルケン
0 7 7 内線6 ７

二人のハートに語りかけるサントノーレのハ
ッピーなサウンド

= ユジF アラウE ﾉ ﾆ

サシト:ｾノーレ
トアロード店／中央区下山手遇2 - 5 - 6 壷3 9 1 - 3 8 2 2
北野店／ダイワナイトブラザ6 Ｆ密2 2 1 - . 3 8 8 6

一杯の瑚排から生まれた語らいが恋の花を咲
かせました。元町通のオアシスでデートを

（パーティに２F をご利用下さい1
１＝釦一一五一一三Ｈ☆テイールーム

や央区元珂通3 - 8 -
E|蚕j鰯‘’
８公3 3 ：‐3 6 9 4 8 ＡＭ～8 ＰＭ

鴬鱗諏謹

聯耀騨
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紅茶に目のないあなたに捧げま式
フランスの伝統が息づいているフィナンシェ､ アーモンドの香ばしさをミルクテイーでお楽しみください。
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フィナンシェ

コンフェクショナリー

コトワ側キ
本社＝神戸市中央区北長狭通1 - 9 - 1

壷(078)391-8681㈹
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私と神戸そしてお酒

ノ、写真右は南谷雅幸社長と成人式を迎えた娘の南谷淳子〈関西大学法学部〉

【_一塁』

神戸の街
によく行く
ようになっ
たのは大関
さんのＣＭ
を担当する
ようになっ
てからです。
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毛ヶ声

魂
つ
旧
睡
●
心
●
。
尾
も
葛
』
。
や

4 ￥』蝿

待に昨年はサンテレビの釣りの
旅のレポーター役として約一年
近く近畿各地を旅しました。そ
の中でも私の印象深い街は神戸
ですが山手の街並み、港の風景
など異国‘情緒が何とも言えぬ雰
囲気を味わせてくれます。この
南谷淳子さん成人お祝の席「海
皇」では、すばらしい料・理とお
酒を前に一夕を酒談義で楽しん
だことがありますが、今年も神
戸での一献を待ち遠しく思って
います。（泉大介）
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和洋酒．食糧品
灘銘酒・各ビール特約店

錘南谷商店
本店神戸市中央区中山手通4 丁目１１

電話神戸(078)畷'二:㈱唱噌畠

『
》
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